
opusdei.org

黙想：年間第26主日
（C年）

黙想のテーマ：「他者が必要
としていることを感知する」
「神の慈しみに頼る」「苦し
みに対する感受性」

他者が必要としていることを感知す
る

神の慈しみに頼る

苦しみに対する感受性



「ある金持ちがいた。いつも紫の衣
や柔らかい麻布を着て、毎日ぜいた
くに遊び暮らしていた」（ルカ16･
19）。金持ちと貧しいラザロのたと
えは、こう始まります。贅沢三昧に
過ごしている金持ちの門前には傷だ
らけの人が住んでおり、その食卓の
残り物でももらおうと思っていまし
た。実に絶望的な境遇で、力がな
く、傷をなめる犬を追い払う力さえ
もなかったのです。

この話の金持ちの盲目には驚かされ
ます。門前に横たわるラザロを度々
見たはずです。ある時には、招待客
を招き入れるため、冷たく追い払う
こともあったでしょう。しかし、彼
を見ようと立ち止まることは全く無
かったのです。彼は、何の利益もも
たらし得ない人には無関心でした。
「門前に横たわるラザロは、神のこ
とを思い起こすようにと言う招きで
した。しかし、金持ちは、その招き
を受け入れません」[1]。利己的で安



楽な生き方に浸りきっている彼に
は、この貧しい人が、真の解放の入
り口だということに気がつかないの
です。金持ちに起こった事は、私た
ち一人ひとりにも起こり得ます。そ
の生活にラザロを迎え入れ、少なく
とも彼と共に過ごす事ができていた
としたら、主に出会える状態になっ
ていたでしょう。ところで多くの場
合、神の富は人間の貧しさの中に表
されるのです。

イエスは、周りの人たちが必要とし
ていることに気づく感受性を、自己
の環境で培うように招いておられま
す。キリストと共に生きるなら、自
身の問題を考えるのを控え、逆に
困っている人たちに心を配り、誠実
な心で重荷を担うことができるよう
になっていきます。それゆえ、聖ホ
セマリアは記したのです。「私たち
のあの友が言っていた。『貧しい
人々こそ、私にとって最良の霊的読
書であり、祈りの主たる動機です。



彼等を見ると心が痛みます。その
人々と共におられるキリストを思っ
て辛くなります。そして、心の痛み
を感じることから、私が主とその
人々を愛していることが分かりま
す』」[2]。

金持ちとラザロのたとえの重要な意
味は、主が二人の死後のことを話す
後半に明らかになります。生きてい
る間、貧しく、不如意な生活を送っ
たラザロは、天使たちによってアブ
ラハムの懐に運ばれ、金持ちは陰府
に落とされ、筆舌に尽くしがたい苦
しみに苛まれます。不思議なこと
に、二人を隔てているのは深淵だけ
ですが、行き来ができないのです。
金持ちは最後にラザロに目を止め、
そして頼みます。「父アブラハム
よ、わたしを憐れんでください。ラ
ザロをよこして、指先を水に浸し、



わたしの舌を冷やさせてください。
私はこの炎の中でもだえ苦しんでい
ます」（ルカ16･24）。好き勝手な
生活を送っていた彼は、死後も、他
者は自分の必要を満たすための存在
にすぎないと思い続けているので
す。

金持ちの隣人に対する冷たい態度
は、永遠のいのちを決定づけます。
隣人の貧しさを憐れむ心など全くあ
りません。ですから、天国に直結し
ている唯一の道である神の憐れみに
心を開くこともできなかったので
す。「このたとえ話は明らかに次の
ように警告しています。神の私たち
に対するあわれみは、わたしたちの
隣人に対するあわれみと結びついて
います。それが欠けていたり、わた
したちの心の中に無かったりすれ
ば、神はわたしたちの心に入ること
はできません。もし自分の心の扉を
貧しい人々に向けて押し開かなけれ
ば、扉は閉ざされたままです。また



神への扉も閉ざされたままです」
[3]。神の憐れみを感じる度に、私た
ちの憐れみを必要としている人のこ
とに心を向けるようにと言う招き
を、受けているのです。イエスは、
このたとえでそれを思い出させてく
ださいます。住んでいる場所があわ
れみ深いところに変わるとき、私た
ちは「地上から神に至る道」[4] を開
くことができます。

属人区長が思い起こさせてくれま
す。「他者に対するキリスト教的な
配慮は、まさにキリストとの一致か
ら、そして、キリストが私たちをお
招きになった使命に対する一致から
生まれます」[5]。祈りにおいてイエ
スと同じ思いをするようになってい
きましょう。単純に、聖体をゆっく
りと観想したり、心の奥深くでその
仲間となったりしながら、聖パウロ



の深遠な言葉が分かるようになるで
しょう。「あなたがたは、わたした
ちの主イエス・キリストの恵みを
知っています。すなわち、主は豊か
であったのに、あなたがたのために
貧しくなられた」（二コリント8･
9）。私たちも、私たちの僅かな財
を、もっと貧しい人々と分かち合う
必要のあることを感じるでしょう。

「私たちは民衆と共にいます。決し
て引きこもったりせず、人々と交わ
ります。私たちは、イエス・キリス
トの『群衆がかわいそうだ。もう三
日もわたしと一緒にいるのに、食べ
物が無い』と言う言葉を心に刻みつ
けています」[6]。キリスト信者な
ら、世の中の艱難に無関心でいるこ
とはできません。逆に、神の子であ
ることを理解すると、難しさもある
世界の相続人であることを知りま
す。ですから、私たちも主と同じ心
を持つことができるよう、イエスに
お願いすることができるのです。



「皆が、現代の人々、特に弱い人た
ちの窮乏、痛みや苦しみを感じ取る
ため」[7] です。

マリアはいつも、ご自分のことを、
神の御前では貧者に過ぎないとお考
えでした。ですから、そのみ業の跡
を辿ることができたのです。その神
の豊かさは、周りの人たちの貧し
さ、つまり彼らが必要としているこ
とにも気づかせてくれます。聖母
に、私たちが、神にも出会うことだ
と知りつつ、傍らの人たちにより敏
感になることができるよう、助けを
お願いしましょう。
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